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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】夜勤は心血管イベントの独立した危険因子として知られるが、その機序は明らかではない。
高血圧性臓器障害、心血管イベントに対する日中血圧への優位性が多数報告され、夜間血圧および血
圧変動性が重要視されている。夜勤により概日リズムが障害され、夜間血圧や血圧変動性に影響を与
える可能性があるが、その詳細な検討は行われていない。本研究の目的は、若年健康女性医療従事者
において、夜勤が夜間血圧に与える影響を検討することである。 
【対象】夜勤に従事する若年健康女性医療従事者 30人（平均年齢 28±6歳）。 
【方法】夜勤後および日勤後に、夜間血圧および睡眠状態を評価した。夜間血圧は、夜間血圧を測定
可能な家庭血圧計を用いて、1時間ごとに計測した。記録しえた全測定値の変動係数を、血圧変動指
標として用いた。睡眠は、電波センサーを用いて非接触・非拘束で体動や胸郭の動きを評価する睡眠
計を用いて、睡眠時間・睡眠効率（床に入っている時間に占める睡眠時間の割合）・いびきを評価し
た。動脈硬化指標として、Cardio Ankle Vascular Index(CAVI)を評価した。 
【結果】夜勤後は、日勤後と比較し、夜間の拡張期血圧の変動性（7.0±5.3mmHg vs. 4.7±2.7mmHg,P
＜0.01）が高値であった。一方、その他の血圧指標（平均血圧・収縮期血圧の変動性）には有意差を
認めなかった。睡眠時間は夜勤後に長かったが、睡眠効率といびきに有意差は認めなかった。また、
CAVIは年齢相応(5.8±0.9)であった。 
【結論】しなやかな血管を有する若年健康女性医療従事者において、夜勤は、睡眠の質とは独立して、
夜間拡張期血圧の変動性を増大させた。本研究結果より、夜勤により惹起される夜間拡張期血圧の変
動性増大が、動脈硬化の進展及び将来の心血管イベントに寄与する可能性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
夜勤は心血管イベントの独立した危険因子として知られるが、その機序は明らかではない。高血圧
性臓器障害、心血管イベントに対する日中血圧への優位性が多数報告され、夜間血圧および血圧変動
性が重要視されている。夜勤により概日リズムが障害され、夜間血圧や血圧変動性に影響を与える可
能性があるが、その詳細な検討は行われていない。本研究の目的は、若年健康女性医療従事者におい
て、夜勤が夜間血圧に与える影響を検討することである。 
対象は夜勤に従事する若年健康女性医療従事者 30人（平均年齢 28±6歳）。 
夜勤後および日勤後に、夜間血圧および睡眠状態を評価した。夜間血圧は、夜間血圧を測定可能な
家庭血圧計を用いて、1時間ごとに計測した。記録しえた全測定値の変動係数を、血圧変動指標とし
て用いた。睡眠は、電波センサーを用いて非接触・非拘束で体動や胸郭の動きを評価する睡眠計を用
いて、睡眠時間・睡眠効率（床に入っている時間に占める睡眠時間の割合）・いびきを評価した。動
脈硬化指標として、Cardio Ankle Vascular Index(CAVI)を評価した。 
夜勤後は、日勤後と比較し、夜間の拡張期血圧の変動性（7.0±5.3mmHg vs. 4.7±2.7mmHg,P＜0.01）
が高値であった。一方、その他の血圧指標（平均血圧・収縮期血圧の変動性）には有意差を認めなか
った。睡眠時間は夜勤後に長かったが、睡眠効率といびきに有意差は認めなかった。また、CAVIは
年齢相応(5.8±0.9)であった。 
しなやかな血管を有する若年健康女性医療従事者において、夜勤は、睡眠の質とは独立して、夜間
拡張期血圧の変動性を増大させた。本研究結果より、夜勤により惹起される夜間拡張期血圧の変動性
増大が、動脈硬化の進展及び将来の心血管イベントに寄与する可能性が示唆された。 
以上の研究は、夜勤による概日リズムの障害が、動脈硬化の進展及び将来の心血管イベントに寄与す
るメカニズムの解明の一助となると考えられる。よって、本研究者は博士（医学）の学位を授与され
るに値するものと認められた。 
 
 
